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2006年3月～2008年3月

青年海外協力隊（ベネズエラ、環境教育）

＊「フリーペーパーの制作」×「記者の教育」

2012年8月～

「ganas」（運営団体：開発メディア）を主宰

＊「途上国」×「情報発信」×「人材育成」

＊理事・監事６人のうち３人が協力隊OB・OG

＊取材先にも多くのOB・OG（NGO、会社）

＊『Global Media Camp』の現地担当者にもOB・OG

＊元記者にもOB・OG

＊ganasの教育プログラム修了者が協力隊になることも



協力隊の事業目的のひとつ

「国際的視野の涵養とボランティ
ア経験の社会還元」



１）専門性が弱いからこそ住民や同僚に寄り

添い、彼らの目線に立ち、自発性を重んじる

傾向があるという「弱い専門性の強さ」

２）グローバル人材は協力隊事業によって育

成されたのか、元々そうした資質をもつ人が

応募してきたのか（めげずに頑張り続ける力）

３）隊員への支援のあり方（隊員と調整員との

面談を定期化、支援は「事後」にする）



１）専門性が弱いからこそ住民

や同僚に寄り添い、彼らの目線

に立ち、自発性を重んじる傾向

があるという「弱い専門性の強

さ」



・「専門性」の弱さを自覚できるか？

環境教育、森林組合、金融マン、新卒、イ
ンセンティブの営業マン

・「専門性の弱さ」を何でカバーするか？

おもしろい話ができる力（コミュ力）、カ
メラやPCを貸す力（信頼する力）、料理す
る力（もてなす力）、JICAのせいにしない
力（自己完結力）

専門性の弱さというより「人間力」？



２）グローバル人材は協力隊事

業によって育成されたのか、

元々そうした資質をもつ人が応

募してきたのか（めげずに頑張り続
ける力）



・優等生タイプと「そうでないタイプ」

会社を作って人を雇う、原稿料をもらって
現地の人が使うPCを買う

・「行動するタイプ」とそうでないタイプ

ブログで情報発信する人（協力隊というだ
けでPVが上がる）、クラウドファンディン
グで資金調達する人（アイデアを行動に）、
帰国後は会社・NGOを立ち上げる

協力隊は「成長の場」でしかない？



３）隊員への支援のあり方（隊員
と調整員との面談を定期化、支援は「事

後」にする）



・「自分で動く隊員」にとって

JICAとの付き合い方が難しい（これ以上の
支援は要らないが、ルールが邪魔？）

・「待ちの隊員」にとって

脱・JICA頼み。スキルアップできる喜びを
伝えることが大事？

協力隊は“ベーシックインカム”。突破力・
問題解決力・発信力‥‥「個の力」が問わ
れる時代に欠かせないスキルをアップでき
るという意識付けが良い？



最後に一言



協力隊OB・OGの活躍は

このところ目覚ましい！
（まだ成功とは言えないかもしれないけれど）



・ベナンでドローン事業を始めようとして
いる人

・アフリカ専門のメディアを立ち上げた人

・西アフリカの布を使って浴衣やネクタイ
を作り、売る人

・エチオピアのシープスキン製のかばんを
作り、売る人

・「留職」（日本の会社員を途上国のNGO

に期間限定で送り込む）というユニークな
取り組みを進める人

・ミャンマーでお手伝いさんを育成し、駐
在員家庭に派遣する人



ご清聴どうもありがとうございました


